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☀  4月  例 会 プログラム 

と き 令和 5年 4月 21日（金）18:30～19:30 

ところ 東京 YMCA南コミュニティーセンター3Ｆ 

電話 ０３-３４２０－５３６１ 

    ハイブリッド開催 

 

 

 

 

 

今月のプログラム 

 

 

司 会           三浦 功雄  君 

 １．開会点鐘                小川 圭一 会長 

 ２．ワイズソングと信条        一  同 

 ３．ゲストとビジター紹介  小川 圭一 会長 

 ４．今月の聖句朗読          小川  圭一 会長 

 

5. 高尾の森わくわくビレッジ 18年間のあれこれ 

菅野  牧夫 氏 

                  

6. ハッピーバースデイ  な し 

 ６． 7. 結婚記念日   4月 10日  村野 繫/絢子 夫妻 

８．ニコニコ献金         

 ９. 諸報告 

 10. 閉会点鐘          小川 圭一 会長  

 

国 際 会 長 主 題           「輝かそう、あなたの光を」      Ulrik Lauridsen (デンマーク)  

アジア太平洋地域会長主題      「新しい時代とともに、エレガントに変化を」   Chen Ming Chen (台湾）  

東日本区理事主題        「未来に向けて今すぐ行動しょう」     佐 藤 重 良   (甲府 21) 

東 新 部 部 長 主 題  「All 東新部、始動！Change！2022ラストスパート、ポスト 2022始動」深 尾 香 子 (東京多摩みなみ） 

ク ラ ブ 会 長 主 題  「心を尽くして YMCAのために」      小 川 圭 一   (東京世田谷) 

                                                                                             

会  長 小川 圭一               2023年 4月会報 会 計 小原 武夫 

副会長                          強調 テ－マ 直前会長 峰    毅 

書  記                       ＊Week for Waste＊ 担当主事 江尻 明子 

                     Roll Back Malaria 

  

  

                                                       
                                                                   

        †今月の聖句 

 

 体は、一つの部分ではなく、 

多くの部分から成っています。 

 

For the body itself is not made up of  

only one part, but of many parts. 

 

新約聖書 コリントの信徒への手紙 12章 14節 

（小川 選） 
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会員在籍    １３名 

 

出 席 率    ６２％  

 

第２例会  

    3 月 23 日 

YMCAすずらん会 

 

 
例会出席者  3月 16日（木） 

東京西クラブ合同 
会  員              8名 
メネット              0名 
イキャップ        1名 
ゲスト             4名 
ビジター        14名 

合計          27名 
 
すずらん会 再開 
 ゲスト          6 名   
 スタッフ        6名 
 合 計          12名 
 

 

 3月のＢＦ他献金 

 切手      ０ｇ   

 現金       ０円 

 累計切手    ０ｇ 

 

 

2022～2023年度  
自主献金については 
今期もクラブからの 
献金としました 
     

 

 

ニコニコファンド 

3月       0円 

年度計    49,281円 
  
 ニコニコは 

東京西クラブへ 
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 本日のメインプログラム 

高尾の森わくわくビレッジ  菅野 牧夫氏 

・わくわくビレッジ開業に向けて 

東京都の構想 

京王電鉄と協働することになったいきさつ 

・運営の特徴や課題  

・3 期事業者公募に向けて 

 

● 3月は東京西クラブとの合同例会 

ウエルファーム杉並・集会室で開催されました 

 参加者：世田谷 8名 西 10名 ビジター4名 

ゲスト 4名 

☀ 3月例会報告          

荒 このみ氏 卓話要旨 

『風と共に去りぬ』1936 

作者：マーガレット・ミッチェル（1900～49） 

 

反戦小説：女の自立の物語：アメリカン・サーガ 

物語の背景：ジョージア州アトランタ周辺 

（アメリカ合衆国南部）・（架空のタラ農園） 

南北戦争（1861～65）奴隷制度を巡って北部の廃止

論と南部の擁護論（農園経営が成り立たなくなる） 

南部連合 11 州が連邦から脱退し新国家を建国しよ

うとする（諸外国から国家として認められず） 

奴隷解放令 1863 年、リンカン大統領が発布。 

65 年リンカン暗殺。 

再建時代 リコンストラクション：1865 年から 

77 年まで。物語は 1861 年～73 年。 

 

映画：1939 年制作、主演はヴィヴィアン・リー、 

クラーク・ゲーブル、レスリー・ハワード、 オ

リヴィア・デ・ハヴィランド。 

監督はヴィクター・フレミング。 

 

物語の始まりはタラの館。スカーレットと隣家の 

タールトンの双子の兄弟。2日前に（1861 年 4 月 

12 日）サムターン要塞の砲撃。 

＊「もう一度、＜戦争＞なんて言ったら、わたし、

家の中へ引っ込んで扉を閉めてしまうわよ。生まれ

てからこのかた、＜戦争＞って言葉くらいげんなり

するものはないわ。（略）サムター要塞とか州の権利

とかエイブ・リンカンのことばかり」。 

＊レッド・バトラーが語る、戦争を始めるのには一

つの理由しかありません。それは金です、金をめぐ

るけんかです、と。アシュリーの戦場からの手紙「戦

争は汚い仕事」。アシュリーは戦場で初めてレッド

の言葉が正しかったと認める。 

 

●映画は、スカーレット、レット・バトラー、アシ

ュリーの役回りから。反戦、女性の自立、コモンマ

ン（ありふれた・ふつう）のアメリカ、ニュー・サ

ウス（再建）への過程を映像に表した。 

アメリカ文学にとって大切な作品であることを、映

画の情景をとおして語って頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒 このみ 氏 紹介 
『風と共に去りぬ』を読んだことはありますか？ 

映画は何度も見たけれど、という方々が多いと思いま

す。ハリウッド映画はヴィヴィアン・リーとクラーク・

ゲイブルという美男美女の適役の役者を迎えて大成功

しました。映画好きの作者マーガレット・ミッチェルも

気に入ったようです。 

それでも映画では、1037頁の原作の内容や作者の思惑の

10分の１も表現することはできませんでした。ラヴ・ロ

マンスを中心にした映画では描き出されなかった、この

作品の本当の意味はどこにあるのでしょうか。ミッチェ

ルはこの大作で、「アメリカン・サーガ」、アメリカの叙

事詩、アメリカの物語を創りだしたのです。 

 

荒 このみ 氏 略歴 

東京外国語大学名誉教授。文学（博士）。 

主要著書『風と共に去りぬアメリカン・サーガの光と影』

岩波書店 

『歌姫あるいは闘士  ジョセフィン・ベイカー』 

講談社 

『マルコム X人権への闘い』岩波新書 

主要訳書 マーガレット・ミッチェル『風と共に去りぬ』

全 6巻 岩波文庫 

レスリー・マーモン・シルコウ『儀式』講談社文芸文庫 
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☀ KAIMUKI Y SERVICE CLUB  

60TH ANNIVERSARY CELEBRATION 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Omedito Ohara and Ogawa-san, 

 

This message is to inform you that  

I received in mail today, 

envelope I’m sure is for our 60 Club Anniversary.  

We will open it at the party on 15 April. 

Arigato go sai musta from our Kaimuki Club. Aloha, 

 

Seto-san 
 

ハワイ・カイムキクラブは 60周年を迎えられ、 

祝会を 4月 15日に開催、世田谷クラブからは、 

お祝いのレターをお送りし、 

セトさんから、お礼状をいただきました。 

 
☀ YMCA保育園ねがい チューリップ 

昨年末、植えこんだ球根は 寒さの中、春を待って 

すくすく育って、きれいに開花しました。 

親子でガーデニングを楽しむ日も 

まもなくでしょうか、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロッカス 可愛い花を開いて 

 

☀ ＹＭＣＡすずらん会 

  3月 23日（木）14：00～15：30 

1月、2月に続き童謡唱歌の集いを開催。 

あいにくの雨模様、参加者は初めての方を含め 6名と 

なりましたが、春に相応しい歌をマスク越しに元気に 

歌い続けました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

☀ 会長通信 ２３０４ 

春は別れと出会いの季節と言いますが、団塊世代の

同級生で現役の牧師先生が動脈瘤乖離とかで突然天

に召されました。まさに生涯現役の見事な生涯を目の

当たりにしながら今年のイースターを迎えました。キ

リスト教の大切な行事です。 

僕は生かされています。心を尽くして YMCA の為に

奉仕し応援して参りましょう。 

 

☀ 東新部 Y友広場のご案内 

実行担当：東京クラブ 長沢 弘 

          東京世田谷クラブ 渡邉実帆 

東新部のＹ友広場では、皆でワイワイ楽しく歩く会を

菅野 牧夫氏 プロフィール 

生年月日：1967 年 3 月 15 日 56 歳 

大学時代ボランティアリーダーとして 

武蔵野 YMCA に所属 

1992 年 入職 妙高ロッジと野尻キャンプ 

1997 年 目黒センター 閉館に関わる 

1998 年 南センター 

2001 年 フロストバレーYMCA 

  プログラムディレクター 

2002 年 東陽町コミュニティー 

2004 年 山中湖センター 主任主事補佐 

2007 年 高尾の森わくわくビレッ 事務局長、 

プログラムマネージャー 

2011 年 グランチャ東雲 事務局長 

地域プログラムマネージャー 

2016 年 東雲 YMCA こども園 事務長 

2018 年 高尾の森わくわくビレッジ 館長  

  今に至る 
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考えています。  

第 1 回として江戸川ワイワイウオークを計画しました。

徒歩約 2 時間半、江戸川に沿った風光明媚なところで、

古墳、万葉の歌碑、北原白秋の住まい、古戦場 ありの気

持良いコースです。どなたでもお気軽にご参加ください。

新緑の一日をワイワイ楽しみましょう。 

 日時： ２０２３年５月３日（水、休日）  

 集合： 10時 30分 総武線市川駅改札（コンコース側） 

解散： 15 時 30 分頃 京成柴又駅  

参加希望の方は 4 月 26 日までに長澤あて ご連絡を 

  nagasawa-muun-xl@kcd.biglobe.ne.jp 

 

☀ ＹＭＣＡ ＮＥＷＳ 

1． 2023 年度より品川区北品川（御殿山トラストタワー

内）に新規オープンする「東京ＹＭＣＡウエルネスガ

ーデン品川御殿山」は、プレオープンとして、3 月 22

日からスプリングプログラム（春休みの短期水泳教室）

を開始した。開設準備やメンバー募集も順調に進み、

4 月からは幼児から高校生を対象とした水泳クラス

が本格的に始動する。 

 

2．事業再編が 2022年度から実施されたが、libyを含む

南センターが「ウエルネス事業部野外教育・ユース」

から「地域福祉事業部・居場所事業」と変更となった。

2021年度で事業を終了した国立にある西東京、そして

野外プログラムを除いた南センターが、「居場所と学

び・体験を必要とする子どもたちへの支援」。例えば、

学習支援、外国にルーツを持つ子どもへの日本語支援

など、必要な機会や場を十分に得られない子どもたち

を支える取り組みをイメージしながら、今後の新しい

事業の在り方を模索していく。南と西との 2拠点を抱

えつつ、2 名の職員のみの体制となったため、これか

ら多くの支援者や協力者を集めながらの展開となる。 

 

3．人と交わり人と関わることで、よりよい人生を創り

出すことが大切であることを学ぶ 3日間、Youth 

must go on~見えていないものが ほらそこに~をテ

ーマに岡山・せとうち YMCA主催で実施される。コロ

ナ禍でのリーダー数減少も鑑み、対象を 3年生以上

だった対象枠を 1年生からに広げ、多くの全国のリ

ーダーたちが集える場として計画されている。南セ

ンターからも 1名のリーダー派遣を予定している。 

【日 程】2023年 5月 4(木/休)~6日(土) 2泊 3日 

【会 場】倉敷市自然の家 

（岡山県倉敷市児島由加 2708） 

 

 

4． 今後の日程 

・「第 32回チャリティーゴルフ大会」 4月 13日  

会場：ＰＧＭ総成ゴルフクラブ  

 

・「東日本地区ＹＭＣＡ役員研修会」 4月 15日  

オンライン 

講師：寺島実郎氏 

（一般財団法人日本総合研究所会長／多摩大学学長）  

  

・「ＹＭＣＡ世界大都市会議（ＹＷＵＮ）」  

5月 14～19日 

（米国ブルーリッジ・アッセンブリーＹＭＣＡ） 

  

・「第 20回会員大会」5月 27日  

会場：山手センター 

 

 

  

 

 

 

 

少し上目遣いにこちらをじっと見つめる。どこか頼りな

い、切ないまなざしに心臓をわしづかみにされた。東京

の多摩動物公園で暮らすタスマニアデビルだ。寿命とい

われる 6歳になり足元もおぼつかないが、現役で来園者

を迎えている。先日、日経新聞夕刊で読んだ。 

▼職員の言葉が胸に響く。「体を動かせる間は普段の生

活をさせてあげたい」。あえて弱々しい姿を見せること

で「命の尊さを感じてほしい」とも。私たちはつい動物

たちの活気あふれる若さの盛りに目を奪われる。しか

し、かれ衰え永遠にまぶたを閉じるまでの全てが生命と

いう存在なのだ、と 1枚の写真が語っていた。 

▼思えば、日本は世界でも抜きんでた高齢社会である。

にもかかわらず、老いやその先にある死の実像に触れる

機会は少ない。介護も看取りも家族でという時代は去っ

て久しい。そこに戻すのが最善でもないだろう。けれど、

知らぬがゆえにただ醜い、つらいことと蓋をして遠ざけ

ていては、大事な生の意味を忘れてしまう。 

▼ノンフィクション作家の佐々涼子さんは、在宅ケアの

力を借りて終末期を過ごす人々に寄り添い、著作「エン

ド・オブ・ライフ」にいくつもの物語を描いた。それぞ

れに命の閉じ方があり送る側の葛藤がある。そして気づ

く。「なくなり行く人がこの世に置いていくのは悲嘆だ

けではない。幸福もまた置いていくのだ」と。 

 

日経新聞 春秋 2023.3.27 

 

 

mailto:nagasawa-muun-xl@kcd.biglobe.ne.jp

